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ICANN55開催概要

日時：2016年3月5～10日
開催地:モロッコ・マラケシュ
今回の特徴
NTIAへの提案提出実現 !!

https://www.icann.org/stewardship-accountability
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移管完了までの段階

目標：次回IANA契約更新時期以前に移管完了
(2016年9月)
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コミュニティによる提案策定プロセス

プロト
コル

ドメイ
ン名

番号
資源

IETFコミュニティ：
IANAPLAN WG

ドメイン名コミュニティ：
CWG-Stewardship 
(ICANN)

RIRコミュニティ：
Consolidated RIR IANA 
Stewardship Proposal
(CRISP) Team (5つの
RIRの代表からなる)

理事会
審議

三資源の運用コミュニティ：
各IANA機能ごとの提案を策定

ICG ： IANA監督権

限移管提案につい
ての方針決定・進捗
管理・提案の統合

CCWG：ICANN説明責任
強化についての提案策定
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NTIAへの提案提出に至るまで
 NTIAがIANA機能監督権限移管の意向発表(2014年3月)

 その後、NTIAによりICANN説明責任強化提案を、同時に提出す
ることが求められる

 ICG設立(2014年7月)、各IANA機能に関わるコミュニテ
ィへ提案策定を依頼(2014年9月)

 ICANN説明責任強化提案策定に向けたワーキンググルー
プ設立(CCWG-Accountability) (2014年12月)
 ICANNの支持組織(SO)・諮問機関(AC)により構成

 IANA機能に関わる三つのコミュニティからの提案が出
揃う(2015年6月)

 ICGによる三つのIANA機能に対する監督権限移管に関す
る統合提案策定完了(2015年10月)

 ICANN説明責任提案の完成、ICANN理事会への提出・
理事会承認(2016年3月)
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ICANN55マラケシュ会議の目標

IANA機能監督権限移管提案をNTIAに提出するう
えで、ICANN説明責任提案の完成を待っていた

ICANN説明責任提案はICANNのCross
Community Working Groupにより策定、プロ
セス上、WGを構成する各SO・ACの承認が必要

ICANN説明責任提案のドラフトがマラケシュ会
議前に発表、順次SO・ACの承認待ち、会議最終
日のICANN理事会での承認を目指していた
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ICANN説明責任強化提案を取り巻く状況

マラケシュ会議直前まで提案内容の調整が継続
特に提案により強化されるコミュニティの権限におけ
る政府諮問機関（GAC）の関わりが焦点

会議開催まで、提案が承認されるのか不透明で
あったが結果、ICANN55会議中に全SO・ACが
提案を承認

IANA機能監督権限移管と同時に提出が必要な説
明責任強化提案の策定は完了したが、今後も長
期的にICANNの説明責任強化は継続検討(WS2)
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メディアにおける報道

ICANN55会議最終日にメディア向けの会合を開催
各種メディアでも取り上げられている

http://www.economist.com/news/international/21693
922-organisation-runs-internet-address-book-about-
declare-independence-we?fsrc=rss%7Cint

http://www.reuters.com/
article/us-internet-icann-
idUSKCN0WC2XR
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IANA監督権限移管提案の全体像

PTI

RIRｓ

IANA機能運用

運用委託

プロトコルパラメータ ドメイン名

番号資源

実績を計測、それ
に基づき年次で覚
書を更新

SLA（サービスレベル合意）締結
• サービスレベルの評価含む

(番号資源機能においてNTIA-ICANN
間の契約に置き換わる位置づけ)

Review
Committee

各RIRコミュニ
ティの代表者
からなる

実績を計測

以下を新設
• Post-Transition IANA (PTI)：IANA機

能を担う組織としてPTI （ICANNの
子会社）を設立し委託

• Customer Standing Committee (CSC)
：名前機能のサービスレベルを
評価

• IANA Function Review (IFR) Team：
サービスレベル以外の全体評価

IAB

監視

番号資源機能に関
するサービスレベ
ルについてRIRへ
諮問

覚書締結
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今後の対応：実装準備

https://meetings.icann.org/en/marrakech55/schedule/mon-iana-stewardship-
implementation/presentation-iana-stewardship-implementation-07mar16-en
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提案の実装について

ICANN説明責任強化
提案に基づいたICANNの定款変更に着手(議会による評
価期間までに完成が必要)

4月20日までに、30日間のパブコメを実施予定
IANA機能監督権限移管提案
名前機能に関する実装では、提案に即してないとの懸念
番号資源コミュニティとしては、番号資源機能に関する

RIRとのSLAは、 ICANN定款と同時に確定させたい
その他IANA機能に関する対応事項
ルートゾーンファイルの管理者である Verisignと

ICANN間の契約締結(これまではVerisign-NTIA間の契
約)

契約内容はパブコメ対象となる予定
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新gTLDに関する継続対応事項

今回の新gTLDラウンド
Universal Acceptance

https://www.icann.org/resources/pages/universal-
acceptance-2012-02-25-en

オークションによる資金の取り扱い検討
USD $105 million

今後の新gTLDラウンドに向けて
全gTLDにおける権利保護メカニズムの検証(UDRP含む)
次回ラウンドに向けたポリシー改善を検討するPDP開始
新gTLDの評価：多様な側面での評価を今後実施
競争・消費者の信頼・消費者の選択肢(CCTC)の評価
本件に特化したチーム(CCT-RT)を設立、３つの分類に
分けて今後評価
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今回の新gTLDラウンドの評価計画

https://meetings.icann.org/en/marrakech55/schedule/mon-new-
gtld-reviews/presentation-new-gtld-reviews-07mar16-enpdf
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その他ドメイン名関連の動向

ccTLDの撤退と評価メカニズム検討開始
Geo TLD Interest Group設立
2文字のドメイン名に対するGAC勧告
国/地域名の利用に関する検討グループでの議論
3文字の国名地域名に関わるドメイン名の扱い検討開
始

TLD-OPS 活動継続
レジストラと法執行機関による協力の検討
法執行機関(FBI, Interpol, Europol)が必要な状況・
情報を説明

共同でRARが提供する情報に関するツールキットの検
討を合意
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WHOIS関連の動向

WHOISに置き換わるgTLD登録検索サービス
WG設立(130のメンバー、100のオブサーバ)
初回会議を2016年1月に実施
第一フェーズ：要件の評価(利用者、目的、アクセス、
正確性とプライバシー)、新たなシステムの必要性の判
断、新たなシステムが必要な場合に必要なWHOISの改
定検討

複数の段階にわたる長期的な検討を必要とする見込み
 RDAP対応に関する動向
新gTLDにおけるICANN認定レジストラはRDAP対応が
契約上義務付けられている

一方、Thick WHOISに向けての移行に伴い、 RDAPの
導入は暫定的なものであるべきだとレジストラは主張
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その他

GAC High Level Governmental Meeting 
中国政府は、government “should play its 

due role in public policy issues”との見解を
表明

途上国の参画機会の重要性

次期ICANN CEOの参加
現CEO Fadi Chehadé氏退任
次期CEO Göran Marby氏も今会議から参加

ICANNへの就業開始は4月1日、CEOとしての正式
就任は5月
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次回ICANN56会議

2016年6月27-30日 フィンランド・ヘルシン
キ

https://meetings.icann.org/en/helsinki56
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Q&A
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